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　橿原考古学研究所の調査・研究の目的は、考古学を通して奈良県の様々な時代に住んだ人々の

営為を解明し、歴史的な流れの中、あるいは相関関係のある文化的な空間の中に位置づけること

です。

　そのために、我々は、それぞれの発掘調査の成果が時代の全体像の中でどういった位置を占め

るのかを意識するとともに、調査成果から時代の全体像をどのように再現できるのかを常に念頭

に置き、調査・研究を通して歴史の全体像をより具体的かつ明確にしようとしています。このよ

うな意識のもと、専門とする時代が異なる研究者同士が研究成果を語りあい、検討しあいながら

歴史像を構築するという努力ができればと考えています。そこで得られた知見こそが新たな歴史

的な解釈を可能とし、その積み上げがより充実した歴史像の構築へとつながっていくでしょう。

　その積み上げたものの一つが、『考古学論攷』であり、本冊が第44冊となります。今回は論文

６本を収録しました。

　今回収録した論文は、いずれも過去に橿原考古学研究所によって調査・報告された出土品等を、

現在の視点から再検討し、新たな知見を得たものです。こうした継続的な調査・研究はより充実

した歴史像の構築のために大きな意義をもつと考えます。昨今、新型コロナウィルス感染症の影

響により社会活動に様々な制約が生じていますが、我々はその中にあってもこのような調査・研

究を途切れることなく続けていく所存です。

　　令和３年３月19日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県立橿原考古学研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　長　　青　柳　正　規　
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